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(57)【要約】
　界面活性剤及び高融点脂肪族化合物を含む混合組成物を調製する工程と、水性キャリア
及び水溶性ポリマーを含む水性ベース組成物を別個に調製する工程であって、ベース組成
物は、アニオン性界面活性剤、双極性イオン界面活性剤、両性界面活性剤、及びこれらの
組み合わせから選択される洗浄性界面活性剤を実質的に含まない、工程と、混合組成物と
水性ベース組成物とを混合して、水性ベース組成物中に分散された混合組成物の離散粒子
を形成する工程と、を含む、製品組成物の調製方法が開示される。あるいは、本方法は、
混合組成物の離散粒子を調製する工程と、それを水性組成物と混合する工程と、を含む。
本発明の方法は、製品組成物のレオロジーにおけるより高い柔軟性、製品組成物における
改善された安定性、ベース組成物がこのような有益剤を更に含む場合の有益剤の改善され
た付着、及び改善された視覚的／審美的外観のうちの少なくとも１つを製品組成物に提供
する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　製品組成物の調製方法であって、
　界面活性剤及び高融点脂肪族化合物を含む混合組成物を調製する工程と、
　水性キャリア及び水溶性ポリマーを含む水性ベース組成物を別個に調製する工程であっ
て、前記ベース組成物は、アニオン性界面活性剤、双極性イオン界面活性剤、両性界面活
性剤、及びこれらの組み合わせから選択される洗浄性界面活性剤を実質的に含まない、工
程と、
　前記混合組成物と前記水性ベース組成物とを混合して、前記水性ベース組成物中に分散
された前記混合組成物の離散粒子を形成する工程と、
を含む、方法。
【請求項２】
　製品組成物の調製方法であって、
　界面活性剤及び高融点脂肪族化合物を含む混合組成物の離散粒子を調製する工程と、
　水性キャリア及び水溶性ポリマーを含む水性ベース組成物を別個に調製する工程であっ
て、前記水性ベース組成物は、アニオン性界面活性剤、双極性イオン界面活性剤、両性界
面活性剤、及びこれらの組み合わせから選択される洗浄性界面活性剤を実質的に含まない
、工程と、
　前記離散粒子と前記水性ベース組成物とを混合して、前記水性ベース組成物中に前記離
散粒子を分散する工程と、
を含む、方法。
【請求項３】
　前記混合組成物と前記水性ベース組成物との混合を、両方とも混合化合物に含有される
前記高融点脂肪族化合物の融点よりも低い温度で実施する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記離散粒子と前記水性ベース組成物との混合を、両方とも前記離散粒子に含有される
前記高融点脂肪族化合物の融点より低い温度で実施する、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記混合組成物が、
　前記界面活性剤及び前記高融点脂肪族化合物を含む溶融混合組成物を調製する工程であ
って、前記溶融混合組成物の温度が、前記混合組成物中に含有される前記高融点脂肪族化
合物の融点よりも高い、工程と、
　前記混合組成物中に含有される前記高融点脂肪族化合物の融点よりも低い温度に前記溶
融混合組成物を冷却して、前記混合組成物を形成する工程と、
によって調製される、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記水溶性ポリマーが、カチオン性水溶性ポリマー、非イオン性水溶性ポリマー、及び
これらの混合物からなる群から選択される、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記水溶性ポリマーが、約５，０００ｇ／モル～約５０，０００，０００ｇ／モルの平
均分子量を有する、請求項１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記水性ベース組成物が、約１００センチポアズ～約１０，０００，０００センチポア
ズの粘度を有する、請求項１～７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記離散粒子が、マルタ十字を有さない、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記離散粒子が、コーティングも封入もされていない、請求項１～９のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項１１】
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　前記離散粒子が、１ヶ月以上、好ましくは３ヶ月以上、より好ましくは６ヶ月以上、更
により好ましくは１２ヶ月以上にわたって前記組成物中に存在する、請求項１～１０のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記離散粒子が、前記製品組成物中で膨潤する、請求項１～１１のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項１３】
　前記離散粒子が、水中油型エマルション又は水中油中水型エマルションではない、請求
項１～１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　膨潤前の前記離散粒子が固体である、請求項１～１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　膨潤前の前記離散粒子が、前記離散粒子の約５０重量％未満、より好ましくは約２５重
量％未満、更により好ましくは約１５重量％未満の水を含有する、請求項１～１４のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　膨潤前の前記離散粒子が、前記離散粒子の約１０重量％～約１００重量％、より好まし
くは約２０重量％～約１００重量％、更により好ましくは約４０重量％～約１００重量％
の前記界面活性剤及び前記高融点脂肪族化合物を含む、請求項１～１５のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項１７】
　前記離散粒子中に含有される前記界面活性剤が疎水性である、請求項１～１６のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記離散粒子中に含有される前記界面活性剤が、カチオン性界面活性剤、非イオン性界
面活性剤、及びこれらの混合物からなる群から選択され、より好ましくは、前記離散粒子
中に含有される前記界面活性剤がカチオン性界面活性剤である、請求項１～１７のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項１９】
　前記製品組成物が、ヘアケア組成物、ボディケア組成物、フェイシャルスキンケア組成
物、及びこれらの混合物からなる群から選択され、好ましくは前記製品組成物がヘアケア
組成物である、請求項１～１８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記水性ベース組成物が、前記界面活性剤及び前記高融点脂肪族化合物及び前記水性キ
ャリア以外の有益剤を更に含む、請求項１～１９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２１】
　前記有益剤が、シリコーン化合物、香料、前記離散粒子中に含有される少なくとも１つ
の成分と非相溶性である非相溶性剤、及びこれらの混合物からなる群から選択される、請
求項１～２０のいずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、界面活性剤及び高融点脂肪族化合物を含む混合組成物を調製する工程と、水
性キャリア及び水溶性ポリマーを含む水性ベース組成物を別個に調製する工程であって、
ベース組成物は、アニオン性界面活性剤、双極性イオン界面活性剤、両性界面活性剤、及
びこれらの組み合わせから選択される洗浄性界面活性剤を実質的に含まない、工程と、混
合組成物と水性ベース組成物とを混合して、水性ベース組成物中に分散された混合組成物
の離散粒子を形成する工程と、を含む、製品組成物の調製方法が開示される。あるいは、
本方法は、混合組成物の離散粒子を調製する工程と、それを水性組成物と混合する工程と
、を含む。本発明の方法は、製品組成物のレオロジーにおけるより高い柔軟性、製品組成
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物における改善された安定性、ベース組成物がこのような有益剤を更に含む場合の有益剤
の改善された付着、及び改善された視覚的／審美的外観のうちの少なくとも１つを製品組
成物に提供する。
【背景技術】
【０００２】
　毛髪のコンディショニングのために、様々な手法が開発されている。コンディショニン
グ効果を提供する一般的な方法は、カチオン性界面活性剤及びポリマー、高融点脂肪族化
合物、低融点油、シリコーン化合物、並びにこれらの混合物などのコンディショニング剤
の使用による。これらのコンディショニング剤のほとんどは、様々なコンディショニング
効果を提供することが知られている。
【０００３】
　例えば、米国特許出願公開第２００３／０１０３９２３号（ＳＡＮ－ＥＩ　ＫＡＧＡＫ
Ｕ）は、アルコールを含有する組成物であって、ヘアトリートメント剤にブレンドするた
めの、組成物と、このヘアトリートメント剤から調製されたヘアコンディショナーとに関
する。ＳＡＮ－ＥＩ公報は、例えば、実施例１００～１１０において、脂肪族アルコール
及びカチオン性界面活性剤を含有する組成物を含む、ヘアトリートメント剤にブレンドす
るための様々なそのような組成物を開示している。ＳＡＮ－ＥＩ公報はまた、例えば、実
施例１１２～１１８において、ブレンドにそのような組成物を使用することによるヘアコ
ンディショナーも開示している。
【０００４】
　ＳＡＮ－ＥＩ公報の実施例１１２～１１７では、ブレンド用組成物（実施例１０２、１
０３、１０４、及び１０６）を最大８０℃以上まで加熱し、次に主に水と混合してヘアコ
ンディショナーを作製する。その中で使用されるブレンド用組成物（実施例１０２、１０
３、１０４、及び１０６）は、脂肪族アルコール及びカチオン性界面活性剤と共に、高い
割合の液状材料（例えば、実施例１０２の２７％のプロピレングリコール、実施例１０３
の４７％の液状ワセリン、実施例１０４の４３％のグリセリン及び１８％の液状ワセリン
、並びに実施例１０６の２８％のグリセリン）を含有する。
【０００５】
　ＳＡＮ－ＥＩ公報の実施例１１８では、ブレンド用組成物（実施例１１１）を４０℃未
満に冷却したエマルションに添加し、このエマルションは、水とカチオン性界面活性剤及
び脂肪族アルコールを含有する添加剤組成物とのものであり、更に水と混合されてヘアコ
ンディショナーを作製する。ブレンド用組成物（実施例１１１）は、エタノール、カチオ
ン性界面活性剤、及び８０％超の水を含有し、脂肪族アルコールを含有しない。
【０００６】
　ＳＡＮ－ＥＩ公報はまた、実施例１５０～１５６のヘアコンディショナーの調製も開示
している。実施例１５０～１５４では、ブレンド用組成物（実施例１２３、１２６、１２
７、１３０、１３３、及び１３４）を８０℃超に加熱し、同様に８０℃超に加熱した水に
添加し、乳化し、冷却してヘアコンディショナーを作製する。ブレンド用組成物（実施例
１２３、１２６、１２７、１３０、１３３、及び１３４）は、カチオン性界面活性剤及び
脂肪族アルコール、並びに１５～２０％の液状油（実施例１２３、１３０、及び１３３に
おいて）又は６～８％のポリオキシエチレンエステル（実施例１２６、１２７、及び１３
４において）も含有する。
【０００７】
　別の例は、（ａ）脂肪族アルコール及び界面活性剤を、脂肪族アルコールへの界面活性
剤の分配を可能にするのに十分な温度でプレミックスに組み合わせることと、（ｂ）プレ
ミックスの鎖融解温度未満に混合物を冷却してゲルネットワークを形成することと、（ｃ
）ゲルネットワークを洗浄性界面活性剤及び水性キャリアに添加して、洗浄組成物を形成
することと、を含む、洗浄組成物を調製するためのプロセスに関するＰ＆Ｇの米国特許出
願公開第２００３／２２３９５２号であり得る。Ｐ＆Ｇ公報は、脂肪族アルコール及びカ
チオン性界面活性剤を含有するそのようなゲルネットワークを使用した実施例を段落［０
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１８６］～［０１９０］に開示している。
【０００８】
　また、Ｋａｏの米国特許出願公開第２０１６／１４３８２７号は、室温で固体であり、
含水量が１０重量％以下である組成物、及び固体組成物を適度な温度で水中に分散させる
ことによって調製されるヘアコンディショナー組成物を開示している。Ｓｈｉｓｅｉｄｏ
の欧州特許出願公開第２３９４６３２号は、非常に低い含水量を有するヘアコンディショ
ナー組成物を開示しており、ヘアコンディショナー組成物は水で希釈するだけで容易に製
造することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００３／０１０３９２３号
【特許文献２】米国特許出願公開第２００３／２２３９５２号
【特許文献３】米国特許出願公開第２０１６／１４３８２７号
【特許文献４】欧州特許出願公開第２３９４６３２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、以下のうちの少なくとも１つを提供するコンディショニング組成物の必
要性が残っている。
【００１１】
　好ましくは界面活性剤及び高融点脂肪族化合物などの同量の活性物質を使用する場合で
あっても、製品組成物のレオロジー、特に貯蔵弾性率（Ｇ’）におけるより高い柔軟性。
異なるレオロジー、特に貯蔵弾性率（Ｇ’）を有する製品組成物は、異なるマウンド性を
提供すると考えられ、より高いマウンド性を有する製品組成物は、豊かなコンディショニ
ング知覚／感触を提供する傾向があり、また毛髪に適用しやすく、かつ／又は手のひらで
保持しやすい傾向がある。
【００１２】
　特に、水性ベース組成物中の界面活性剤及び高融点脂肪族化合物などのより少量の活性
物質を使用する場合、水性ベース組成物及び製品組成物の改善された安定性。
　－組成物中に有益剤を含有する場合、有益剤の改善された付着、
　－非相溶性成分を含有する場合、改善された安定性。
　－改善された視覚的／審美的外観。
【００１３】
　既存の技術のいずれも、本発明の有利点及び利益の全てを提供するものではない。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明は、
　界面活性剤及び高融点脂肪族化合物を含む混合組成物を調製する工程と、
　水性キャリア及び水溶性ポリマーを含む水性ベース組成物を別個に調製する工程であっ
て、ベース組成物は、アニオン性界面活性剤、双極性イオン界面活性剤、両性界面活性剤
、及びこれらの組み合わせから選択される洗浄性界面活性剤を実質的に含まない、工程と
、
　混合組成物と水性ベース組成物とを混合して、水性ベース組成物中に分散された混合組
成物の離散粒子を形成する工程と、を含む。
【００１５】
　本発明はまた、製品組成物を調製する方法を目的とし、本方法は、
　界面活性剤及び高融点脂肪族化合物を含む混合組成物の離散粒子を調製する工程と、
　水性キャリア及び水溶性ポリマーを含む水性ベース組成物を別個に調製する工程であっ
て、ベース組成物は、アニオン性界面活性剤、双極性イオン界面活性剤、両性界面活性剤
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、及びこれらの組み合わせから選択される洗浄性界面活性剤を実質的に含まない、工程と
、
　離散粒子と水性ベース組成物とを混合して、水性ベース組成物中に離散粒子を分散する
工程と、を含む、方法。
【００１６】
　本発明の方法は、製品組成物のレオロジーにおけるより高い柔軟性、製品組成物におけ
る改善された安定性、ベース組成物がこのような有益剤を更に含む場合の有益剤の改善さ
れた付着、及び改善された視覚的／審美的外観のうちの少なくとも１つを製品組成物に提
供する。
【００１７】
　本発明のこれら及びその他の特徴、態様、並びに利点は、以下の説明及び添付の特許請
求の範囲を読むことで、よりよく理解されるであろう。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本明細書は、本発明を具体的に指摘し、明確に請求する「特許請求の範囲」をもって結
論とするが、本発明は、以下の記載からよりよく理解されるものと考えられる。
【００１９】
　本明細書において、「含む」とは、最終結果に影響しない他の工程及び他の成分も加え
られる可能性があることを意味する。この用語には、「～からなる」及び「～から本質的
になる」という用語が包含される。
【００２０】
　全ての百分率、部及び比率は、特に指定されない限り、本発明の組成物の総重量を基準
とする。全てのこのような重量は、提示された成分に関する場合、活性成分の濃度に基づ
き、したがって市販材料に含まれる場合のあるキャリア又は副生成物を含まない。
【００２１】
　本明細書において、「混合物」は、物質の単純な組み合わせと、結果としてそのような
組み合わせから生じる場合があるあらゆる化合物と、を含むことを意味する。
【００２２】
　本明細書で使用するとき、「分子量（molecular weight）」又は「分子量（Molecular 
weight）」は、特に記述のない限り、重量平均分子量を指す。分子量は、業界標準法であ
るゲル透過クロマトグラフィー（「ＧＰＣ」）を使用して測定される。
【００２３】
　混合組成物
　本明細書の混合組成物は、界面活性剤及び高融点脂肪族化合物を含む。混合組成物は有
益剤を更に含有してもよい。これらの成分は、後で詳細に説明される。
【００２４】
　混合組成物は、水性ベース組成物中及び製品組成物中に混合組成物の離散粒子を有する
という観点から、また、製品組成物のレオロジーにおけるより高い柔軟性、製品組成物に
おける改善された安定性、有益剤の改善された付着、及び改善された視覚的／審美的外観
のうちの少なくとも１つを提供するという観点から、製品組成物の好ましくは約０．０１
重量％～約７０重量％、より好ましくは約０．０１重量％～約５０重量％、またより好ま
しくは約０．０５重量％～約３０重量％の濃度で製品組成物中に含有される。
【００２５】
　混合組成物が有益剤を含有し、そのような有益剤がシリコーン及び／又は香料である場
合、混合組成物は、製品組成物の好ましくは約０．１重量％～約７０重量％、より好まし
くは約０．５重量％～約５０重量％、またより好ましくは約１重量％～約３０重量％、更
により好ましくは約２重量％～約２０重量％の濃度で製品組成物中に含有され得る。
【００２６】
　混合組成物が有益剤を含有し、そのような有益剤が着色剤及び／又は雲母である場合、
混合組成物は、製品組成物の好ましくは約０．０１重量％～約５０重量％、より好ましく
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は約０．０１重量％～約３０重量％、またより好ましくは約０．０１重量％～約２０重量
％、更により好ましくは約０．０５重量％～約１０重量％の濃度で製品組成物中に含有さ
れ得る。
【００２７】
　界面活性剤及び高融点脂肪族化合物は、水性ベース組成物中及び製品組成物中に混合組
成物の離散粒子を有すると同時に、有益剤などの他の成分を含有するという観点から、ま
た、製品組成物のレオロジーにおいてより高い柔軟性及び／又は製品組成物において改善
された安定性を提供するという観点から、他の成分の有無にかかわらず、混合組成物の好
ましくは約１０重量％～約１００重量％、より好ましくは約２０重量％～約１００重量％
、またより好ましくは約４０重量％～約１００重量％、更により好ましくは約６０重量％
～約１００重量％、なおより好ましくは約８０重量％～約１００重量％の濃度で混合組成
物中に存在する。
【００２８】
　界面活性剤及び高融点脂肪族化合物以外に、混合組成物が、非水溶性、水混和性、並び
に水溶性液体及び水などの任意の液体を含有する場合、水性ベース組成物中及び製品組成
物中に混合組成物の離散粒子を有するという観点から、混合組成物中の全液体濃度が混合
組成物の最大約９２重量％、最大約６０重量％、より好ましくは最大約５０重量％、また
より好ましくは最大約４０重量％、更により好ましくは最大約３０重量％であり得るよう
に、そのような液体の濃度を制御することも好ましい。
【００２９】
　液体がシリコーンなどの非水溶性液体である場合、そのような非水溶性液体は、混合組
成物の好ましくは最大約９０重量％、最大約６０重量％、より好ましくは最大約５０重量
％、またより好ましくは最大約４０重量％、更により好ましくは最大約３０重量％の濃度
で混合組成物中に含有され得る。
【００３０】
　液体がプロピレングリコール及びグリセリンなどの水混和性液体である場合、そのよう
な水混和性液体は、混合組成物の好ましくは最大約９０重量％、最大約６０重量％、より
好ましくは最大約５０重量％、またより好ましくは最大約４０重量％、更により好ましく
は最大約３０重量％の濃度で混合組成物中に含有され得る。
【００３１】
　液体がイソプロピルアルコール（ＩＰＡ）及びエタノールなどの水溶性液体である場合
、そのような水溶性液体は、混合組成物の好ましくは最大約５０重量％、より好ましくは
最大約３０重量％、またより好ましくは最大約２０重量％の濃度で混合組成物中に含有さ
れ得る。
【００３２】
　混合組成物が水を含有する場合、水性ベース組成物中及び製品組成物中に混合組成物の
離散粒子を有するという観点から、混合組成物が混合組成物の約５０重量％未満の水、よ
り好ましくは約２５重量％未満、またより好ましくは約１５重量％未満、更により好まし
くは約１０重量％未満、なお好ましくは約８重量％未満の水を含有するように、水の濃度
を制御することが好ましい。
【００３３】
　好ましくは、混合組成物中、界面活性剤及び高融点脂肪族化合物は、レオロジー及び／
又はコンディショニング効果を提供するという観点から、界面活性剤の高融点脂肪族化合
物に対する重量比が、約１：１～約１：１０、より好ましくは約１：１～約１：４、また
より好ましくは約１：２～約１：４の範囲となるような濃度で含有される。
【００３４】
　混合組成物の界面活性剤
　混合組成物に使用される界面活性剤は、好ましくは疎水性であり、また好ましくはカチ
オン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤、及びこれらの混合物からなる群から選択され
、またより好ましくはカチオン性界面活性剤である。そのような好ましいカチオン性界面
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活性剤は、以下の見出し「カチオン性界面活性剤」で更に説明される。
【００３５】
　混合組成物の高融点脂肪族化合物
　混合組成物に使用される高融点脂肪族化合物は、以下の見出し「高融点脂肪族化合物」
で説明される。
【００３６】
　混合組成物の有益剤
　混合組成物は、界面活性剤及び高融点脂肪族化合物に加えて、界面活性剤及び高融点脂
肪族化合物とは異なる有益剤を更に含んでもよい。この有益剤はまた、混合組成物中に含
有され得る水性キャリア及び水とは異なる。
【００３７】
　有益剤は、有益剤からの効果を提供するという観点から、また水性組成物中及び製品組
成物中に混合組成物の離散粒子を有するという観点から、混合組成物の好ましくは約０．
１重量％～約９０重量％、より好ましくは約０．３重量％～約６０重量％、またより好ま
しくは約０．５重量％～約４０重量％、更により好ましくは約０．５重量％～約３０重量
％の濃度で混合組成物中に含有され得る。
【００３８】
　好ましくは、そのような有益剤は、シリコーン化合物、香料、水性ベース組成物の色と
は異なる色を離散粒子に加えるための着色剤、水性ベース組成物中に含有される少なくと
も１つの成分と非相溶性である非相溶性剤、及びこれらの混合物からなる群から選択され
る。
【００３９】
　そのようなシリコーン化合物は、以下の見出し「シリコーン化合物」で更に説明される
。
【００４０】
　そのような香料は、任意のもの、例えば、香料自体、及び香料がポリマー外層によって
封入される香料マイクロカプセル（ＰＭＣ）であり得る。
【００４１】
　そのような着色剤は、任意のもの、例えば、顔料及び染料であり得る。
【００４２】
　そのような非相溶性剤は、例えば、以下からなる群から選択されるものである：
　高いイオン強度及び／又は高い表面電荷を有し、凝集及び／又は結晶化を引き起こす傾
向がある固体鉱物若しくは化学物質、例えば、雲母、サリチル酸、及びイオン性ポリマー
コーティング又は分散体を有する又は有さないピリチオン亜鉛などの金属ピリチオン、
　ゲルネットワーク成分と高度に相互作用する有機油材料、例えば、
　ヘキシルデカノール、イソステアリン酸イソステアリル、
　及びこれらの混合物。
【００４３】
　有益剤を含有する場合、有益剤の種類に応じて、製品組成物は、以下のうちの少なくと
も１つを提供し得る：
　－有益剤の改善された付着、
　－非相溶性剤を含有する場合、改善された安定性、
　－水性ベース組成物の色とは異なる色を離散粒子に加えるために着色剤を含有する場合
、改善された視覚的／審美的外観。
【００４４】
　水性ベース組成物
　水性ベース組成物は、水性ベース組成物中及び製品組成物中に混合組成物の離散粒子を
有するという観点から、製品組成物の適量～１００重量％、好ましくは製品組成物の約３
０重量％～約９９．９重量％、より好ましくは約５０重量％～約９９．９重量％、またよ
り好ましくは約７０重量％～約９９．９重量％、更により好ましくは約８０重量％～約９
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９．９重量％、なおより好ましくは約９０重量％～約９９．９重量％の濃度で製品組成物
中に含まれ得る。
【００４５】
　本発明の水性ベース組成物は、水性キャリアを含む。一般に、水性キャリアは、水性ベ
ース組成物の適量～１００重量％、好ましくは水性ベース組成物の約４０重量％～約９９
重量％、より好ましくは約５０重量％～約９５重量％、またより好ましくは約７０重量％
～約９５重量％、更により好ましくは約８０重量％～約９５重量％の濃度で水性ベース組
成物中に含有され得る。
【００４６】
　水溶性ポリマー
　水性ベース組成物は、水溶性ポリマーを含む。水性ベース組成物は、例えば、水性ベー
ス組成物の約０．００５重量％～約１０重量％、好ましくは約０．０１重量％～約５重量
％、より好ましくは約０．０５重量％～約５重量％、またより好ましくは約０．１重量％
～約５重量％、更により好ましくは約０．２重量％～約３重量％の水溶性ポリマーを含み
得る。
【００４７】
　水溶性ポリマーは、２５ｏＣで測定して、約０．１ｇ／Ｌ～約５００ｇ／Ｌの水への溶
解度を有し得る。水溶性ポリマーは、合成のものでも天然由来のものでもよく、かつ化学
反応によって変性されてもよい。
【００４８】
　一実施形態では、水溶性ポリマーは、約５０００ｇ／モル～約５０，０００，０００ｇ
／モル、あるいは約１０，０００ｇ／モル～約１０，０００，０００ｇ／モル、あるいは
約２０，０００ｇ／モル～約５，０００，０００ｇ／モル、あるいは約１００，０００ｇ
／モル～約３，０００，０００ｇ／モルの重量平均分子量を有し得る。
【００４９】
　一実施形態では、水溶性ポリマーを有する水性ベース組成物は、２０ｏＣで約１００セ
ンチポアズ～約１０，０００，０００センチポアズ、あるいは約５００センチポアズ～約
５，０００，０００センチポアズ、あるいは約１０００センチポアズ～約１００，０００
センチポアズの粘度を有し得る。
【００５０】
　水溶性ポリマーは、非イオン性、カチオン性、アニオン性、両性、及び特に別個の粒子
中に含有される界面活性剤が非イオン性又はカチオン性である場合に、好ましくは非イオ
ン性又はカチオン性であり得る。
【００５１】
　合成水溶性ポリマーの非限定的な例は、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン
、ポリアルキレンオキシド、ポリアクリレート、カプロラクタム、ポリメタクリレート、
ポリメチルメタクリレート、ポリアクリルアミド、ポリメチルアクリルアミド、ポリジメ
チルアクリルアミド、ポリエチレングリコールモノメタクリレート、ポリウレタン、ポリ
カルボン酸、ポリビニルアセテート、ポリエステル、ポリアミド、ポリアミン、ポリエチ
レンイミン、及びＰＥＧ－２４０／ＨＤＩ　ＣＯＰＯＬＹＭＥＲ　ＢＩＳ－ＤＥＣＹＬＴ
ＥＴＲＡＤＥＣＥＴＨ－２０ＥＴＨＥＲからなる群から選択され得る。
【００５２】
　合成水溶性ポリマーの更なる非限定な例は、アニオン性、カチオン性、及び両性モノマ
ーのコポリマー、並びにこれらの混合物からなる群から選択されてもよく、例えば、マレ
イン酸アクリレート系コポリマー、マレイン酸メタクリレート系コポリマー、メチルビニ
ルエーテルと無水マレイン酸とのコポリマー、酢酸ビニルとクロトン酸とのコポリマー、
ビニルピロリドンと酢酸ビニルとのコポリマー、並びにビニルピロリドンとカプロラクタ
ム、ポリクオタニウム－３７、ポリクオタニウム－６及びポリクオタニウム－７のコポリ
マーが挙げられる。
【００５３】



(10) JP 2020-512992 A 2020.4.30

10

20

30

40

50

　天然水溶性ポリマーの非限定的な例は、カラヤガム、トラガカントガム、アラビアガム
、アセマンナン、コンニャクマンナン、アカシアガム、ガティガム、乳清タンパク質分離
物、大豆タンパク質分離物、グアーガム、ローカストビーンガム、マルメロ種子ガム、オ
オバコ種子ガム、カラギーナン、アルジネート、寒天、果実抽出物（ペクチン）、キサン
タンガム、ゲランガム、プルラン、ヒアルロン酸、コンドロイチン硫酸、及びデキストラ
ン、カゼイン、ゼラチン、ケラチン、ケラチン加水分解物、スルホン酸ケラチン、アルブ
ミン、コラーゲン、グルテリン、グルカゴン、グルテン、ゼイン、シェラック、及びこれ
らの混合物からなる群から選択され得る。
【００５４】
　変性天然水溶性ポリマーの非限定的な例は、（１）ヒドロキシプロピルメチルセルロー
ス、ヒドロキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、メチルセルロース、ヒ
ドロキシプロピルセルロース、エチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、セルロ
ースアセテートフタレート、ニトロセルロース、セルロースエーテル、セルロースエステ
ルを含むセルロース誘導体、及び（２）ヒドロキシプロピルグアーを含むグアー誘導体か
らなる群から選択され得る。好適なヒドロキシプロピルメチルセルロースとしては、Ｄｏ
ｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｍｉｄｌａｎｄ，ＭＩ）から入手可能なものが
挙げられ得る。
【００５５】
　これらの中でも非常に好ましいのは、ポリクオタニウム－３７及びＰＥＧ－２４０／Ｈ
ＤＩ　ＣＯＰＯＬＹＭＥＲ　ＢＩＳ－ＤＥＣＹＬＴＥＴＲＡＤＥＣＥＴＨ－２０ＥＴＨＥ
Ｒである。
【００５６】
　水分移動度
　好ましくは、水性ベース組成物は、約５０ｍｓ～約２３５０ｍｓ、より好ましくは約７
０ｍｓ～約２３００ｍｓ、またより好ましくは約９０ｍｓ～約２２５０ｍｓの水分移動度
値（Ｔ２（ｍｓ））を有する。例えば、１００％純水は、２３８８ｍｓの水分移動度を有
し、ＡＤＥＫＡ　ＮＯＬ　ＧＴ７３０の１．５％水溶液は、２２１４ｍｓの水分移動度を
有する。
【００５７】
　水分移動度値は、Ｐｕｌｓｅ　ＮＭＲ　ＡｎａｌｙｓｉｓのＣＰＭＧ法（ソフトウェア
に記載されているｃｐ＿ｍｂ）によりスピン－スピン緩和時間を測定することによって、
より詳細には、ｍｉｎｉｓｐｅｃ　ｍｑ２０　ＮＭＲ　Ａｎａｌｙｚｅｒ（Ｂｒｕｋｅｒ
）を使用することによって得られる。典型的な測定では、試料の約５グラム（試料の正確
な重量が記録される）を、直径１８ｍｍのＮＭＲ管で密封した。測定は、ＮＭＲ管を器具
に挿入してから１分後に開始する。測定は、以下の条件下で行う。
　９０°～１８０°パルス分離（ｔａｕ）０．０４ｍｓ～１．６ｍｓ、
　再利用遅延時間：２５ｓ、
　累積回数：８回、
　測定温度：２５℃。
【００５８】
　スピン－スピン緩和時間（Ｔ２）は、ｍｉｎｉｓｐｅｃソフトウェアにおける指数関数
的減衰曲線の「コンチン」法当てはめによって計算する。ピーク位置は、ピーク頂部位置
によって特定した。
【００５９】
　洗浄性界面活性剤は実質的に含まない
　本発明の水性ベース組成物は洗浄性界面活性剤を実質的に含まない。本明細書の洗浄性
界面活性剤は、アニオン性界面活性剤、双極性イオン性界面活性剤、両性界面活性剤、及
びこれらの組み合わせから選択されるものである。
【００６０】
　本発明では、「洗浄性界面活性剤を実質的に含まない組成物」とは、水性ベース組成物



(11) JP 2020-512992 A 2020.4.30

10

20

30

40

50

が洗浄性界面活性剤を含まない、又は、水性ベース組成物が洗浄性界面活性剤を含有する
場合は、そのような洗浄性界面活性剤の濃度が非常に低いことを意味する。本発明におい
て、そのような洗浄性界面活性剤の総濃度は、含まれる場合には、好ましくは水性ベース
組成物の０．１重量％以下、より好ましくは０．０５重量％以下、またより好ましくは０
．０１重量％以下である。最も好ましくは、そのような洗浄性界面活性剤の総濃度は、水
性ベース組成物の０重量％である。
【００６１】
　製品組成物（混合組成物及び水性ベース組成物の離散粒子を含む）はまた、洗浄性界面
活性剤を実質的に含まなくてもよい。
【００６２】
　水性ベース組成物中の界面活性剤
　水性ベース組成物は、好ましくは疎水性であり、カチオン性界面活性剤、非イオン性界
面活性剤、及びこれらの混合物からなる群から選択され、好ましくはカチオン性界面活性
剤である、界面活性剤を含有し得る。そのような好ましいカチオン性界面活性剤は、以下
の見出し「カチオン性界面活性剤」で更に説明される。界面活性剤は、水性ベース組成物
の好ましくは約０．１重量％～約１０重量％、より好ましくは約０．３重量％～約８重量
％、またより好ましくは約０．５重量％～約５重量％、更により好ましくは約０．７重量
％～約４重量％の濃度で水性ベース組成物中に含まれ得る。
【００６３】
　水性ベース組成物中の高融点脂肪族化合物
　水性ベース組成物は、高融点脂肪族化合物を含有し得る。高融点脂肪族化合物は、水性
ベース組成物の好ましくは約０．５重量％～約１５重量％、より好ましくは約１．０重量
％～約１０重量％、またより好ましくは約１．５重量％～約８．０重量％、更により好ま
しくは約２．０重量％～約６．０重量％、なおより好ましくは約２．５重量％～約６．０
重量％の濃度で水性ベース組成物中に含まれ得る。
【００６４】
　高融点脂肪族化合物は、以下の見出し「高融点脂肪族化合物」で説明される。
【００６５】
　水性ベース組成物の有益剤
　水性ベース組成物は、界面活性剤及び高融点脂肪族化合物に加えて、界面活性剤及び高
融点脂肪族化合物とは異なる有益剤を更に含んでもよい。この有益剤はまた、水性キャリ
ア及び水とも異なる。
【００６６】
　有益剤は、有益剤からの効果を提供するという観点から、また水性ベース組成物、特に
界面活性剤及び高融点脂肪族化合物からの効果を劣化させないという観点から、水性ベー
ス組成物の好ましくは約０．０５重量％～約６０重量％、より好ましくは約０．１重量％
～約３０重量％、またより好ましくは約０．１重量％～約２０重量％、更により好ましく
は約０．１重量％～約１０重量％の濃度で水性ベース組成物中に含有され得る。
【００６７】
　有益剤は、有益剤からの効果を提供するという観点から、また水性ベース組成物、特に
界面活性剤及び高融点脂肪族化合物からの効果を劣化させないという観点から、製品組成
物の好ましくは約０．０５重量％～約３０重量％、より好ましくは約０．１重量％～約１
５重量％、またより好ましくは約０．１重量％～約１０重量％、更により好ましくは約０
．１重量％～約７重量％の濃度で製品組成物中に含有され得るように、水性ベース組成物
中に含有され得る。
【００６８】
　好ましくは、水性ベース組成物に使用されるそのような有益剤は、シリコーン化合物、
香料、混合組成物中及び／又は離散粒子中に含有される少なくとも１つの成分と非相溶性
である非相溶性剤、並びにこれらの混合物からなる群から選択される。より好ましくは、
水性ベース組成物に使用されるそのような有益剤は、混合組成物中及び／又は離散粒子中
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に含有される少なくとも１つの成分と非相溶性である非相溶性剤である。
【００６９】
　そのようなシリコーン化合物は、以下の見出し「シリコーン化合物」で更に説明される
。
【００７０】
　そのような香料は、任意のもの、例えば、香料自体、及び香料がポリマー外層によって
封入される香料マイクロカプセル（ＰＭＣ）であり得る。
【００７１】
　そのような非相溶性剤は、例えば、以下からなる群から選択されるものである：
　高いイオン強度及び／又は高い表面電荷を有し、凝集及び／又は結晶化を引き起こす傾
向がある固体鉱物又は化学物質、例えば、雲母、及びイオン性ポリマーコーティング若し
くは分散体を有する又は有さないピリチオン亜鉛などの金属ピリチオン、
　ゲルネットワーク成分と高度に相互作用する有機油材料、例えば、ヘキシルデカノール
、イソステアリン酸イソステアリル、
　及びこれらの混合物。
【００７２】
　有益剤を含有する場合、有益剤の種類に応じて、製品組成物は、以下のうちの少なくと
も１つを提供し得る：
　－有益剤の改善された付着、
　－非相溶性剤を含有する場合、改善された安定性。
【００７３】
　離散粒子
　製品組成物は、混合組成物の離散粒子を含む。本明細書における離散粒子は、水性ベー
ス組成物中に分散されたものであり、例えば、顕微鏡によって視覚的に最終製品組成物中
の離散粒子として観察することができるが、偏光顕微鏡によって測定したときに、マルタ
十字印を示さないものである。これは、本明細書において有用な離散粒子が、界面活性剤
、高融点脂肪族化合物、及び水性キャリアを含む水性ベース組成物などのエマルションで
しばしば見られる小胞ではないことを意味する。一般に、界面活性剤、高融点脂肪族化合
物、及び水性キャリアは、エマルション、好ましくはゲルマトリックスを形成する。その
ようなエマルション及びゲルマトリックスでは、これらの成分は、多くの場合、層状小胞
及び／又は層状シートを形成する。しかしながら、そのような層状小胞は、顕微鏡によっ
て離散粒子として観察することができるが、偏光顕微鏡によって測定したときにマルタ十
字印を示す。
【００７４】
　離散粒子は、製品組成物のレオロジーにおいてより高い柔軟性及び／又は製品組成物に
おいて改善された安定性を提供するという観点から、製品組成物の好ましくは約０．１重
量％～約７０重量％、より好ましくは約０．１重量％～約５０重量％、またより好ましく
は約０．１重量％～約３０重量％の濃度で製品組成物中に含有される。
【００７５】
　離散粒子は、好ましくは製品組成物中で膨潤し、より好ましくは水性キャリアによって
膨潤し、またより好ましくは水によって膨潤する。離散粒子は、水性キャリア及び／又は
水性ベース組成物からの水によって水性ベース組成物中で膨潤し得る。あるいは又は同時
に、離散粒子は、水性キャリア及び／又は水を溶媒として使用して離散粒子を分散させる
ことにより、水性ベース組成物と混合する前に、例えば、混合組成物からの離散粒子を調
製するとき、又は調製した後に膨潤し得る。そのような溶媒は、成分の量を計算するとき
、水性ベース組成物の成分とみなされる。
【００７６】
　離散粒子の膨潤は、粒子サイズにかかわらず、また含まれる場合には内部の有益剤にか
かわらず、約３日間、最長でも最大１週間で飽和されると考えられる。また、それが起こ
る場合、離散粒子の拡散及び／又は崩壊は、１週間以内に起こり、最長でも３週間以内に
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完了すると考えられる。また、離散粒子の物理的特性及び効果は、膨潤、拡散、及び／又
は崩壊中に変化し得るが、安定化され、３週間後には変化しないとも考えられる。したが
って、本明細書において有用な離散粒子は、好ましくは１ヶ月以上、より好ましくは３ヶ
月以上、またより好ましくは６ヶ月以上、なおより好ましくは１２ヶ月以上、更により好
ましくは２４ヶ月以上組成物中に存在する。
【００７７】
　膨潤した離散粒子は、好ましくは、約１マイクロメートル～約２０００マイクロメート
ル、より好ましくは約１０マイクロメートル～約１０００マイクロメートル、またより好
ましくは約５０マイクロメートル～約５００マイクロメートルの粒子サイズを有する。そ
のような膨潤した離散粒子は、顕微鏡によって離散粒子として観察することもできるが、
偏光顕微鏡法によって測定したときにマルタ十字印を示さない。
【００７８】
　本明細書における離散粒子及び膨潤した離散粒子は、任意の形状、例えば、球形、矩形
、又はダイヤモンド形状であり得る。
【００７９】
　膨潤前、好ましくは、離散粒子は固体である。
【００８０】
　膨潤前、離散粒子は、好ましくは、１００％の混合組成物を含み、すなわち混合組成物
からなる。離散粒子が膨潤前に水を含有する場合、膨潤前の離散粒子が離散粒子の約５０
重量％未満の水、より好ましくは約２５重量％未満、またより好ましくは約１５重量％未
満、更により好ましくは約１０重量％未満、なお好ましくは約８重量％未満の水を含有す
るように、膨潤前の水の濃度を制御することが好ましい。
【００８１】
　膨潤前、界面活性剤及び高融点脂肪族化合物は、水性ベース組成物中及び製品組成物中
に混合組成物の離散粒子を有するという観点から、他の成分の有無にかかわらず、離散粒
子の好ましくは約１０重量％～約１００重量％、より好ましくは約２０重量％～約１００
重量％、またより好ましくは約４０重量％～約１００重量％、更により好ましくは約６０
重量％～約１００重量％、なおより好ましくは約８０重量％～約１００重量％の濃度で離
散粒子中に存在する。
【００８２】
　膨潤前及び膨潤後、離散粒子は、好ましくは水中油型エマルション又は水中油中水型エ
マルションではなく、より好ましくは油中水型エマルション及び油中水中油型エマルショ
ンを含むいずれのエマルションではない。
【００８３】
　本明細書における離散粒子は、例えばポリマーによってコーティング又は封入された粒
子とは異なる。
【００８４】
　本明細書において有用な離散粒子は、膨潤性シリコーンエラストマー及び膨潤性増粘ポ
リマーとは異なる。好ましくは、離散粒子及び混合組成物は、そのような膨潤性シリコー
ンエラストマー及び膨潤性増粘ポリマーを実質的に含まない。本発明において、「膨潤性
シリコーンエラストマー及び膨潤性増粘ポリマーを実質的に含まない離散粒子及び混合組
成物」とは、離散粒子及び混合組成物が膨潤性シリコーンエラストマー及び膨潤性増粘ポ
リマーを含まないか、又は、離散粒子及び混合組成物が膨潤性シリコーンエラストマー及
び膨潤性増粘ポリマーを含有する場合、そのような膨潤性シリコーンエラストマー及び膨
潤性増粘ポリマーの濃度は非常に低いことを意味する。本発明において、そのような膨潤
性シリコーンエラストマー及び膨潤性増粘ポリマーの総濃度は、含まれる場合には、離散
粒子又は混合組成物の好ましくは０．１重量％以下、より好ましくは０．０５重量％以下
、またより好ましくは０．０１重量％以下である。最も好ましくは、そのような膨潤性シ
リコーンエラストマー及び膨潤性増粘ポリマーの総濃度は、離散粒子又は混合組成物の０
重量％である。
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【００８５】
　製品組成物
　製品組成物は、離散粒子及び水性ベース組成物を含み、好ましくは離散粒子及び水性ベ
ース組成物からなる。本発明の製品組成物は何であってもよく、好ましくはヘアケア製品
組成物、ボディケア製品組成物、フェイシャルスキンケア製品組成物、及びこれらの混合
物からなる群から選択され、より好ましくはヘアケア製品組成物である。ヘアケア組成物
の中でも、またより好ましくは、離散粒子中に含有される界面活性剤及び水性組成物がカ
チオン性界面活性剤であるヘアコンディショニング組成物である。
【００８６】
　製品形態
　本発明の製品組成物は、洗い流す（rinse-off）製品又は洗い流さない（leave-on）製
品の形態であってもよく、クリーム、ゲル、エマルション、ムース、及びスプレーが挙げ
られるが、これらに限定されない、多種多様な製品形態で配合されてもよい。本発明の製
品組成物は、ヘアコンディショナー、特に洗い流すヘアコンディショナーに特に好適であ
る。
【００８７】
　洗い流すコンディショナーとして使用する場合、この製品組成物は好ましくは：
　（ｉ）毛髪をシャンプーした後、毛髪をコンディショニングするための有効量のコンデ
ィショナー組成物を毛髪に塗布する工程、及び
　（ｉｉ）その後、毛髪をすすぐ工程。
【００８８】
　本明細書での有効量は、例えば、毛髪１０ｇあたり約０．１ｍＬ～約２ｍＬ、好ましく
は、毛髪１０ｇあたり約０．２ｍＬ～約１．５ｍＬである。
【００８９】
　カチオン性界面活性剤
　本明細書で有用なカチオン性界面活性剤は、１つのカチオン性界面活性剤であるか、又
は２つ以上のカチオン性界面活性剤の混合物であり得る。好ましくは、カチオン性界面活
性剤は、モノ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩；モノ長鎖アルキル四級化アンモニウム
塩とジ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩との組み合わせ；モノ長鎖アルキルアミン；モ
ノ長鎖アルキルアミンとジ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩との組み合わせから選択さ
れる。
【００９０】
　モノ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩
　本明細書で有用なモノ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩は、１２～３０個の炭素原子
、好ましくは１６～２４個の炭素原子、より好ましくはＣ１８～２２アルキル基を有する
１つの長いアルキル鎖を有するものである。窒素に結合している残りの基は、１～約４個
の炭素原子のアルキル基、又は約４個以下の炭素原子を有する、アルコキシ基、ポリオキ
シアルキレン基、アルキルアミド基、ヒドロキシアルキル基、アリール基、若しくはアル
キルアリール基から独立に選択される。
【００９１】
　本明細書で有用なモノ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩は、式（Ｉ）を有するもので
あり、
【００９２】
【化１】

　（式中、Ｒ７５、Ｒ７６、Ｒ７７、及びＲ７８のうちの１つは、１２～３０個の炭素原
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子のアルキル基、又は、最大約３０個の炭素原子を有する芳香族基、アルコキシ基、ポリ
オキシアルキレン基、アルキルアミド基、ヒドロキシアルキル基、アリール基、若しくは
アルキルアリール基から選択され、Ｒ７５、Ｒ７６、Ｒ７７、及びＲ７８の残りは、１～
約４個の炭素原子のアルキル基、又は、最大約４個の炭素原子を有するアルコキシ基、ポ
リオキシアルキレン基、アルキルアミド基、ヒドロキシアルキル基、アリール基、若しく
はアルキルアリール基から独立して選択され、Ｘ－は、塩形成アニオン、例えば、ハロゲ
ン（例えば、塩化物、臭化物）ラジカル、酢酸ラジカル、クエン酸ラジカル、乳酸ラジカ
ル、グリコール酸ラジカル、リン酸ラジカル、硝酸ラジカル、スルホン酸ラジカル、硫酸
ラジカル、アルキル硫酸ラジカル、及びアルキルスルホン酸ラジカルから選択されるもの
である）を有するものである。アルキル基は、炭素原子及び水素原子に加えて、エーテル
及び／又はエステル結合、並びにアミノ基などの他の基を含有し得る。より長鎖のアルキ
ル基、例えば、炭素数が約１２個以上のものは、飽和又は不飽和であってもよい。好まし
くは、Ｒ７５、Ｒ７６、Ｒ７７、及びＲ７８のうち１つは、１２～３０個の炭素原子、よ
り好ましくは１６～２４個の炭素原子、更により好ましくは１８～２２個の炭素原子、な
おより好ましくは２２個の炭素原子のアルキル基から選択され、Ｒ７５、Ｒ７６、Ｒ７７

、及びＲ７８の残りは、ＣＨ３、Ｃ２Ｈ５、Ｃ２Ｈ４ＯＨ、及びこれらの混合物から独立
に選択され、Ｘは、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＨ３ＯＳＯ３、Ｃ２Ｈ５ＯＳＯ３、及びこれらの混合
物からなる群から選択される。
【００９３】
　こうしたモノ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩カチオン性界面活性剤の非限定的な例
としては、ベヘニルトリメチルアンモニウム塩、ステアリルトリメチルアンモニウム塩、
セチルトリメチルアンモニウム塩、及び水素添加タローアルキルトリメチルアンモニウム
塩が挙げられる。
【００９４】
　ジ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩
　使用される場合、ジ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩は、レオロジー効果及びコンデ
ィショニング効果の安定性という観点から、１：１～１：５、より好ましくは１：１．２
～１：５、更により好ましくは１：１．５～１：４の重量比で、好ましくは、モノ長鎖ア
ルキル四級化アンモニウム塩又はモノ長鎖アルキルアミン塩と組み合わされる。
【００９５】
　本明細書で有用なジ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩は、１２～３０個の炭素原子、
より好ましくは１６～２４個の炭素原子、更により好ましくは１８～２２個の炭素原子の
２つの長いアルキル鎖を有するものである。本明細書で有用なそのようなジ長鎖アルキル
第四級化アンモニウム塩は、式（Ｉ）を有するものであり、
【００９６】
【化２】

　式中、Ｒ７１、Ｒ７２、Ｒ７３及びＲ７４のうちの２つは、１２～３０個の炭素原子、
好ましくは１６～２４個の炭素原子、より好ましくは１８～２２個の炭素原子の脂肪族基
、又は最大約３０個の炭素原子を有する、芳香族基、アルコキシ基、ポリオキシアルキレ
ン基、アルキルアミド基、ヒドロキシアルキル基、アリール基、若しくはアルキルアリー
ル基から選択され、Ｒ７１、Ｒ７２、Ｒ７３、及びＲ７４の残りは、１～約８個の炭素原
子、好ましくは１～３個の炭素原子の脂肪族基、又は、最大約８個の炭素原子を有する芳
香族基、アルコキシ基、ポリオキシアルキレン基、アルキルアミド基、ヒドロキシアルキ
ル基、アリール基、若しくはアルキルアリール基から独立に選択され、Ｘ－は、ハロゲン
化物（例えば、塩化物及び臭化物）、Ｃ１～Ｃ４アルキルサルフェート（例えば、メトサ
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ルフェート及びエトサルフェート）、及びこれらの混合物からなる群から選択される塩形
成アニオンである。脂肪族基は、炭素原子及び水素原子に加えて、エーテル結合、及びア
ミノ基などの他の基を含有してよい。より長鎖の脂肪族基、例えば、炭素数が約１６個以
上のものは、飽和であっても不飽和であってもよい。好ましくは、Ｒ７１、Ｒ７２、Ｒ７

３、及びＲ７４のうちの２つは、１２～３０個の炭素原子、好ましくは１６～２４個の炭
素原子、より好ましくは１８～２２個の炭素原子のアルキル基から選択され、Ｒ７１、Ｒ
７２、Ｒ７３、及びＲ７４の残りは、ＣＨ３、Ｃ２Ｈ５、Ｃ２Ｈ４ＯＨ、ＣＨ２Ｃ６Ｈ５

、及びこれらの混合物から独立に選択される。
【００９７】
　このような好ましいジ長鎖アルキルカチオン性界面活性剤としては、例えば、ジアルキ
ル（１４～１８）ジメチルアンモニウムクロリド、ジタローアルキルジメチルアンモニウ
ムクロリド、ジヒドロ添加タローアルキルジメチルアンモニウムクロリド、ジステアリル
ジメチルアンモニウムクロリド、及びジセチルジメチルアンモニウムクロリドが挙げられ
る。
【００９８】
　モノ長鎖アルキルアミドアミン塩
　モノ長鎖アルキルアミンも、陽イオン性界面活性剤として好適である。第一級、第二級
、及び第三級脂肪族アミンが有用である。約１２～約２２個の炭素を有するアルキル基を
有する第三級アミドアミンが特に有用である。例示的な第三級アミドアミンとしては、ス
テアラミドプロピルジメチルアミン、ステアラミドプロピルジエチルアミン、ステアラミ
ドエチルジエチルアミン、ステアラミドエチルジメチルアミン、パルミタミドプロピルジ
メチルアミン、パルミタミドプロピルジエチルアミン、パルミタミドエチルジエチルアミ
ン、パルミタミドエチルジメチルアミン、ベヘンアミドプロピルジメチルアミン、ベヘン
アミドプロピルジエチルアミン、ベヘンアミドエチルジエチルアミン、ベヘンアミドエチ
ルジメチルアミン、アラキダミドプロピルジメチルアミン、アラキダミドプロピルジエチ
ルアミン、アラキダミドエチルジエチルアミン、アラキダミドエチルジメチルアミン、ジ
エチルアミノエチルステアラミドが挙げられる。本発明で有用なアミンは、米国特許第４
，２７５，０５５号（Ｎａｃｈｔｉｇａｌら）に開示されている。これらのアミンは、Ｌ
－グルタミン酸、乳酸、塩酸、リンゴ酸、コハク酸、酢酸、フマル酸、酒石酸、クエン酸
、Ｌ－グルタミン酸塩酸塩、マレイン酸、及びこれらの混合物などの酸；より好ましくは
Ｌ－グルタミン酸、乳酸、クエン酸と組み合わせて使用することもできる。本発明におけ
るアミンは、好ましくは、アミンの酸に対するモル比約１：０．３～約１：２、より好ま
しくは、約１：０．４～約１：１で、いずれかの酸によって部分的に中和される。
【００９９】
　高融点脂肪族化合物
　本明細書で有用な高融点脂肪族化合物は、エマルション、特にゲルマトリックスの安定
性という観点から、２５℃以上、好ましくは４０℃以上、より好ましくは４５℃以上、更
により好ましくは５０℃以上の融点を有する。好ましくは、このような融点は、より容易
な製造及びより容易な乳化という観点から、約９０℃以下、より好ましくは約８０℃以下
、なおより好ましくは約７０℃以下、更により好ましくは約６５℃以下である。本発明で
は、高融点脂肪族化合物は、単一化合物として、又は少なくとも２種の高融点脂肪族化合
物のブレンド若しくは混合物として、使用することができる。このようなブレンド又は混
合物として使用されるとき、上記融点は、ブレンド又は混合物の融点を意味する。
【０１００】
　本明細書で有用な高融点脂肪族化合物は、脂肪族アルコール、脂肪酸、脂肪族アルコー
ル誘導体、脂肪酸誘導体、及びこれらの混合物からなる群から選択される。当業者は、本
明細書のこの項に開示されている化合物が、場合によっては２つ以上の分類に属し得る（
例えば、いくつかの脂肪族アルコール誘導体は、脂肪酸誘導体としても分類され得る）と
いうことを理解している。しかしながら、所定の分類は、その特定の化合物を限定するこ
とを意図するものではなく、分類及び命名法の便宜上そのようになされている。更に、当
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業者は、二重結合の数及び位置、並びに分枝鎖の長さ及び位置に応じて、ある必要な炭素
原子を有する特定の化合物が、上記の本発明において好ましい融点未満の融点を有する可
能性があることを理解している。そのような低融点の化合物は、この項に含まれないと意
図される。高融点化合物の非限定的な例は、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｓｍｅｔ
ｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ，Ｆｉｆｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，１
９９３、及びＣＴＦＡ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ，
Ｓｅｃｏｎｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，１９９２に見出される。
【０１０１】
　様々な高融点脂肪族化合物のうち、脂肪族アルコールが好ましくは本発明の組成物にお
いて使用される。本明細書で有用な脂肪族アルコールは、約１４～約３０個の炭素原子、
好ましくは約１６～約２２個の炭素原子を有するものである。これらの脂肪族アルコール
は飽和しており、直鎖アルコールであっても分枝鎖アルコールであってもよい。
【０１０２】
　例えば、好ましい脂肪族アルコールとしては、（約５６℃の融点を有する）セチルアル
コール、（約５８～５９℃の融点を有する）ステアリルアルコール、（約７１℃の融点を
有する）ベヘニルアルコール、及びこれらの混合物が挙げられる。これらの化合物は、上
記の融点を有することが知られている。しかしながら、これらは多くの場合、供給される
ときにより低い融点を有するが、それはこのような供給される製品は多くの場合、主アル
キル鎖がセチル、ステアリル、又はベヘニル基であるアルキル鎖長分布を有する脂肪族ア
ルコールの混合物であるからである。
【０１０３】
　本発明では、より好ましい脂肪族アルコールは、セチルアルコールとステアリルアルコ
ールとの混合物である。
【０１０４】
　一般的には、混合物において、ステアリルアルコールに対するセチルアルコールの重量
比は、好ましくは約１：９～９：１、より好ましくは約１：４～約４：１、更により好ま
しくは約１：２．３～約１．５：１である。
【０１０５】
　水性キャリア
　水性キャリアの濃度及び種は、他の成分との相溶性及び製品の他の所望の特性に従って
選択される。
【０１０６】
　本発明において有用なキャリアとしては、水、及び低級アルキルアルコールの水溶液が
挙げられる。本明細書で有用な低級アルキルアルコールは、１～６個の炭素を有する一価
アルコールであり、より好ましくは、エタノール及びイソプロパノールである。
【０１０７】
　好ましくは、水性キャリアは、実質的に水である。脱イオン水が使用されるのが好まし
い。ミネラルカチオンを含む天然供給源からの水もまた、製品の所望の特性に応じて使用
することができる。
【０１０８】
　シリコーン化合物
　好ましくは、水性ベース組成物中に含有される場合、シリコーン化合物は、水性ベース
組成物中に、約１０ｎｍ～約１００ミクロン、より好ましくは約０．１ミクロン～約１０
０ミクロン、またより好ましくは約１ミクロン～約５０ミクロンの平均粒子サイズを有す
る。
【０１０９】
　単一化合物として、少なくとも２つのシリコーン化合物のブレンド又は混合物として、
若しくは少なくとも１つのシリコーン化合物及び少なくとも１つの溶媒のブレンド又は混
合物として、本明細書において有用なシリコーン化合物は、２５℃にて、好ましくは約１
，０００～約２，０００，０００ｍＰａ．ｓの粘度を有する。
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【０１１０】
　粘度は、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｅの試験方法ＣＴＭ０００４（１
９７０年７月２０日）に記載されているガラスキャピラリー粘度計により測定することが
できる。好適なシリコーン流体には、ポリアルキルシロキサン、ポリアリールシロキサン
、ポリアルキルアリールシロキサン、ポリエーテルシロキサンコポリマー、アミノ置換シ
リコーン、四級化シリコーン、及びこれらの混合物が挙げられる。コンディショニング特
性を有する他の不揮発性シリコーン化合物も使用することができる。
【０１１１】
　いくつかの実施形態では、アミノ置換シリコーン用いるのが好ましい。好ましいアミノ
シリコーンとしては、例えば、一般式（Ｉ）：
　（Ｒ１）ａＧ３－ａ－Ｓｉ－（－ＯＳｉＧ２）ｎ－（－ＯＳｉＧｂ（Ｒ１）２－ｂ）ｍ

－Ｏ－ＳｉＧ３－ａ（Ｒ１）ａ

　式中、Ｇは、水素、フェニル、ヒドロキシ、又はＣ１～Ｃ８アルキル、好ましくはメチ
ルであり、ａは、０、又は１～３の値を有する整数、好ましくは１であり、ｂは、０、１
、又は２、好ましくは１であり、ｎは、０～１，９９９の数であり、ｍは、０～１，９９
９の整数であり、ｎとｍとの合計は、１～２，０００の数であり、ａ及びｍはいずれも０
ではなく、Ｒ１は、一般式ＣｑＨ２ｑＬに従う一価ラジカルであり、式中、ｑは、２～８
の値を有する整数であり、Ｌは、－Ｎ（Ｒ２）ＣＨ２－ＣＨ２－Ｎ（Ｒ２）２、－Ｎ（Ｒ

２）２、－Ｎ（Ｒ２）３Ａ－、－Ｎ（Ｒ２）ＣＨ２－ＣＨ２－ＮＲ２Ｈ２Ａ－、の基から
選択され、ここで、Ｒ２は、水素、フェニル、ベンジル、又は飽和炭化水素ラジカル、好
ましくは約Ｃ１～約Ｃ２０のアルキルラジカルであり、Ａ－は、ハロゲン化物イオンであ
る。
【０１１２】
　極めて好ましいアミノシリコーンは、式（Ｉ）（式中、ｍ＝０、ａ＝１、ｑ＝３、Ｇ＝
メチルであり、ｎは、好ましくは約１５００～約１７００、より好ましくは約１６００で
あり、Ｌは、－Ｎ（ＣＨ３）２又は－ＮＨ２、より好ましくは－ＮＨ２である）に対応す
るものである。別の極めて好ましいアミノシリコーンは、式（Ｉ）（式中、ｍ＝０、ａ＝
１、ｑ＝３、Ｇ＝メチルであり、ｎは、好ましくは約４００～約６００、より好ましくは
約５００であり、Ｌは、－Ｎ（ＣＨ３）２又は－ＮＨ２、より好ましくは－ＮＨ２である
）に対応するものである。シリコーン鎖の一端又は両端が、窒素含有基によって末端処理
されているため、このような極めて好ましいアミノシリコーンを、末端アミノシリコーン
と呼ぶことができる。
【０１１３】
　上述のアミノシリコーンを組成物中に組み込む場合、より低い粘度を有する溶媒と混合
することができる。そのような溶媒としては、例えば、極性又は非極性の揮発性又は不揮
発性油が挙げられる。そのような油としては、例えば、シリコーン油、炭化水素、及びエ
ステルが挙げられる。このような各種溶媒のうち、好ましいものは、非極性、揮発性炭化
水素、揮発性環状シリコーン、不揮発性直鎖シリコーン、及びこれらの混合物からなる群
から選択されるものである。本明細書において有用な不揮発性線状シリコーンは、２５℃
にて、約１～約２０，０００センチストークス、好ましくは約２０～約１０，０００セン
チストークスの粘度を有するものである。好ましい溶媒のうち、極めて好ましいのは、ア
ミノシリコーンの粘度を低下させ、そして乾いた毛髪上における摩擦が低減するなどの改
善されたヘアコンディショニング効果を提供するという観点から、非極性で揮発性の炭化
水素、特に非極性で揮発性のイソパラフィンである。かかる混合物の粘度は、好ましくは
約１，０００ｍＰａ・ｓ～約１００，０００ｍＰａ・ｓ、より好ましくは約５，０００ｍ
Ｐａ・ｓ～約５０，０００ｍＰａ・ｓである。
【０１１４】
　他の好適なアルキルアミノ置換シリコーン化合物としては、シリコーン主鎖のペンダン
ト基としてアルキルアミノ置換を有するものが挙げられる。極めて好ましいものは、「ア
モジメチコン」として知られているものである。本明細書で有用な市販のアモジメチコン
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としては、例えば、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから入手可能なＢＹ１６－８７２が挙げられ
る。
【０１１５】
　第四級基を含有するシリコーンポリマー
　本明細書で有用なシリコーン化合物には、例えば、末端エステル基を含み、最大１００
，０００ｍＰａ・ｓの粘度及びＤ単位２００超のＤブロック長さを有する、第四級基を含
有するシリコーンポリマーが含まれる。理論に束縛されるものではないが、この低粘度シ
リコーンポリマーは、滑らかな感触、摩擦の低減、及びヘアダメージの防止などの改善さ
れたコンディショニング効果を提供しながら、シリコーンブレンドの必要性を排除する。
【０１１６】
　構造的に、シリコーンポリマーは、１つ以上の第四級アンモニウム基、２００個を超え
るシロキサン単位を含む少なくとも１つのシリコーンブロック、少なくとも１つのポリア
ルキレンオキシド構造ユニット、及び少なくとも１つの末端エステル基を含むポリオルガ
ノシロキサン化合物である。１つ以上の実施形態では、シリコーンブロックは、３００～
５００個のシロキサン単位を含む場合がある。
【０１１７】
　シリコーンポリマーは、組成物の約０．０５重量％～約１５重量％、好ましくは約０．
１重量％～約１０重量％、より好ましくは約０．１５重量％～約５重量％、更により好ま
しくは約０．２重量％～約４重量％の量で存在する。
【０１１８】
　好ましい実施形態では、ポリオルガノシロキサン化合物は、一般式（Ｉａ）及び（Ｉｂ
）を有する：
　Ｍ－Ｙ－［－（Ｎ＋Ｒ２－Ｔ－Ｎ＋Ｒ２）－Ｙ－］ｍ－［－（ＮＲ２－Ａ－Ｅ－Ａ’－
ＮＲ２）－Ｙ－］ｋ－Ｍ　（Ｉａ）
　Ｍ－Ｙ－［－（Ｎ＋Ｒ２－Ｔ－Ｎ＋Ｒ２）－Ｙ－］ｍ－［－（Ｎ＋Ｒ２

２－Ａ－Ｅ－Ａ
’－Ｎ＋Ｒ２

２）－Ｙ－］ｋ－Ｍ　（Ｉｂ）
　（式中、
　ｍは、０超、好ましくは０．０１～１００、より好ましくは０．１～１００、更により
好ましくは１～１００、具体的には１～５０、より具体的には１～２０、更により具体的
には１～１０であり、
　ｋは０であるか、又は平均値０超～５０、又は好ましくは１～２０、又は更により好ま
しくは１～１０であり、
　Ｍは、以下から選択される末端エステル基を含む末端基を表し、
　－ＯＣ（Ｏ）－Ｚ
　－ＯＳ（Ｏ）２－Ｚ
　－ＯＳ（Ｏ２）Ｏ－Ｚ
　－ＯＰ（Ｏ）（Ｏ－Ｚ）ＯＨ、
　－ＯＰ（Ｏ）（Ｏ－Ｚ）２

　式中、Ｚは、最大４０個の炭素原子を有する一価の有機残基から選択され、１つ以上の
ヘテロ原子を任意に含む。
　Ａ及びＡ’はそれぞれ互いに独立して、単結合、又は最大１０個の炭素原子及び１つ以
上のヘテロ原子を有する二価有機基から選択され、
　Ｅは、一般式：
　－［ＣＨ２ＣＨ２Ｏ］ｑ－［ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ］ｒ－［ＣＨ２ＣＨ（Ｃ２Ｈ５）
Ｏ］ｓ－
　式中、ｑは、０～２００であり、ｒは０～２００であり、ｓは０～２００であり、ｑ＋
ｒ＋ｓは１～６００である。
　Ｒ２は、水素又はＲから選択され、
　Ｒは、最大２２個の炭素原子、及び任意に１つ以上のヘテロ原子を有する一価の有機基
から選択され、窒素原子における遊離原子価は炭素原子に結合され、
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　Ｙは、式：
　－Ｋ－Ｓ－Ｋ－及び－Ａ－Ｅ－Ａ’－又は－Ａ’－Ｅ－Ａ－の基であり、
　ここで、
【０１１９】
【化３】

　であり、
　式中、Ｒ１＝Ｃ１～Ｃ２２アルキル、Ｃ１～Ｃ２２フルオロアルキル又はアリールであ
り、ｎは、２００～１０００であり、ポリオルガノシロキサン化合物中に複数のＳ基が存
在する場合、これらは同一であっても又は異なっていてもよい。
　Ｋは、二価又は三価の直鎖、環状、及び／又は分岐状のＣ２～Ｃ４０炭化水素残基であ
り、これは、－Ｏ－、－ＮＨ－、三価のＮ、－ＮＲ１－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｓ）－に
よって任意に中断され、かつ－ＯＨで任意に置換され、Ｒ１は、上のとおりに定義され、
　Ｔは、最大２０個の炭素原子及び１つ以上のヘテロ原子を有する二価の有機基から選択
される。
【０１２０】
　残基Ｋは、互いに同一であるか又は異なっていてもよい。－Ｋ－Ｓ－Ｋ－部分中、残基
Ｋは、Ｃ－Ｓｉ－結合を介して残基Ｓのケイ素原子に結合される。
【０１２１】
　ポリオルガノシロキサン化合物中にはアミン基（－（ＮＲ２－Ａ－Ｅ－Ａ’－ＮＲ２）
－）が存在する可能性があることに起因し、これらは、有機又は無機酸によるそのような
アミン基のプロトン化によりもたらされる、プロトン化アンモニウム基を有する場合があ
る。そのような化合物は、ポリオルガノシロキサン化合物の酸付加塩と称されることもあ
る。
【０１２２】
　好ましい実施形態では、第四級アンモニウム基ｂ）と末端エステル基ｃ）のモル比は、
１００：２０未満であり、更により好ましくは１００：３０未満であり、最も好ましくは
１００：５０未満である。この比は、１３Ｃ－ＮＭＲによって決定することができる。
【０１２３】
　更なる実施形態では、ポリオルガノシロキサン組成物は、
　Ａ）ａ）少なくとも１つのポリオルガノシロキサン基、ｂ）少なくとも１つの第四級ア
ンモニウム基、ｃ）少なくとも１つの末端エステル基、及びｄ）少なくとも１つのポリア
ルキレンオキシド基（上で定義したとおり）を含む、少なくとも１つのポリオルガノシロ
キサン化合物と、
　Ｂ）化合物Ａ）とは異なる少なくとも１つの末端エステル基を含む少なくとも１つのポ
リオルガノシロキサン化合物と、を含む場合がある。
【０１２４】
　成分Ａ）の定義において、本発明のポリオルガノシロキサン化合物の記述を参照するこ
とができる。ポリオルガノシロキサン化合物Ｂ）は、ポリオルガノシロキサン化合物Ａ）
とは異なり、好ましくは、ポリオルガノシロキサン化合物Ｂ）は第四級アンモニウム基を
含まない。好ましいポリオルガノシロキサン化合物Ｂ）は、一官能性有機酸、特にカルボ
ン酸と、ビスエポキシドを含有するポリオルガノシロキサンとの反応から生じる。
【０１２５】
　ポリオルガノシロキサン組成物において、化合物Ｂ）に対する化合物Ａ）の重量比は好
ましくは９０：１０未満である。すなわち換言すれば、成分Ｂ）の含量は少なくとも１０
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重量％である。化合物Ａ）中のポリオルガノシロキサン組成物の更に好ましい実施形態で
は、末端エステル基ｃ）に対する第四級アンモニウム基ｂ）のモル比は１００：１０未満
であり、更により好ましくは１００：１５未満であり、かつ最も好ましくは１００：２０
未満である。
【０１２６】
　シリコーンポリマーは、２０℃及び剪断速度０．１ｓ－１（プレート－プレートシステ
ム、プレート直径４０ｍｍ、間隙幅０．５ｍｍ）において、１００，０００ｍＰａ・ｓ（
１００Ｐａ・ｓ）未満の粘度を有する。更なる実施形態では、未希釈のシリコーンポリマ
ーの粘度は、５００～１００，０００ｍＰａ・ｓ、又は好ましくは５００～７０，０００
ｍＰａ・ｓ、又はより好ましくは５００～５０，０００ｍＰａ・ｓ、又は更により好まし
くは５００～２０，０００ｍＰａ・ｓの範囲であってよい。更なる実施形態では、未希釈
ポリマーの粘度は、２０℃及び剪断速度０．１ｓ－１で決定されるとき、５００～１０，
０００ｍＰａ・ｓ、又は好ましくは５００～５０００ｍＰａ・ｓの範囲であってよい。
【０１２７】
　上で列挙したシリコーンポリマーに加え、以下の好ましい組成物が以下に提供される。
例えば、次の一般式のポリアルキレンオキシド基Ｅにおいて、
　－［ＣＨ２ＣＨ２Ｏ］ｑ－［ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ］ｒ－［ＣＨ２ＣＨ（Ｃ２Ｈ５）
Ｏ］ｓ－
　式中、ｑ、ｒ、及びｓは、以下のように定義される場合があり、すなわち
　ｑは０～２００であり、又は好ましくは０～１００、又はより好ましくは０～５０、又
は更により好ましくは０～２０であり、
　ｒは０～２００であり、又は好ましくは０～１００、又はより好ましくは０～５０、又
は更により好ましくは０～２０であり、
　ｓは０～２００であり、又は好ましくは０～１００、又はより好ましくは０～５０、又
は更により好ましくは０～２０であり、
　ｑ＋ｒ＋ｓは１～６００であり、又は好ましくは１～１００、又はより好ましくは１～
５０、又は更により好ましくは１～４０である。
【０１２８】
　一般式Ｓを有するポリオルガノシロキサン構造単位では、
【０１２９】
【化４】

　式中、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２２アルキル、Ｃ１～Ｃ２２フルオロアルキル又はアリールで
あり、ｎは２００～１０００であり、又は好ましくは３００～５００であり、Ｋ（－Ｋ－
Ｓ－Ｋ－基中）は、好ましくは二価又は三価の直鎖、環状、又は分岐状Ｃ２～Ｃ２０炭化
水素残基であり、－Ｏ－、－ＮＨ－、三価のＮ、－ＮＲ１－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｓ）
－により任意に中断され、かつ－ＯＨで任意に置換される。
【０１３０】
　具体的な実施形態では、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ１８フルオロアルキ
ル、及びアリールである。更に、Ｒ１は、好ましくはＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ６

フルオロアルキル、及びアリールである。更に、Ｒ１は、より好ましくはＣ１～Ｃ６アル
キル、Ｃ１～Ｃ６フルオロアルキル、更により好ましくはＣ１～Ｃ４フルオロアルキル、
及びフェニルである。最も好ましくは、Ｒ１は、メチル、エチル、トリフルオロプロピル
、及びフェニルである。
【０１３１】
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　本明細書で使用するとき、「Ｃ１～Ｃ２２アルキル」という用語は、直鎖又は分岐鎖で
あってもよい、１～２２個の炭素原子を有する脂肪族炭化水素基を意味する。メチル、エ
チル、プロピル、ｎ－ブチル、ペンチル、ヘキシル、ヘプチル、ノニル、デシル、ウンデ
シル、イソプロピル、ネオペンチル、及び１，２，３－トリメチルヘキシル部分が例とし
て機能する。
【０１３２】
　更に、本明細書で使用するとき、「Ｃ１～Ｃ２２フルオロアルキル」という用語は、直
鎖又は分岐鎖であってもよく、かつ少なくとも１つのフッ素原子で置換された、１～２２
個の炭素原子を有する脂肪族炭化水素化合物を意味する。モノフルオロメチル（Monofluo
rmethyl）、モノフルオロエチル、１，１，１－トリフルオロエチル（trifluorethyl）、
ペルフルオロエチル、１，１，１－トリフルオロプロピル、１，２，２－トリフルオロブ
チルが好適な例である。
【０１３３】
　更に、「アリール」という用語は、置換されていない、又はＯＨ、Ｆ、Ｃｌ、ＣＦ３、
Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、Ｃ３～Ｃ７シクロアルキル、Ｃ２～Ｃ６ア
ルケニル若しくはフェニルで１回又は数回フェニル置換されたものを意味する。アリール
は、ナフチルも意味する場合がある。
【０１３４】
　ポリオルガノシロキサンの実施形態については、アンモニウム基に由来する正電荷は、
塩化物、臭化物、硫酸水素塩、硫酸塩などの無機アニオン、又は、Ｃ１～Ｃ３０カルボン
酸に由来するカルボキシレート、例えば、アセテート、プロピオネート、オクタノエート
、特に、Ｃ１０～Ｃ１８カルボン酸に由来するカルボキシレート、例えば、デカノエート
、ドデカノエート、テトラデカノエート、ヘキサデカノエート、オクタデカノエート、及
びオレアート、アルキルポリエーテルカルボキシレート、アルキルスルホネート、アリー
ルスルホネート、アルキルアリールスルホネート、アルキルスルフェート、アルキルポリ
エーテルスルフェート、リン酸モノアルキル／アリールエステル及びリン酸ジアルキル／
アリールエステル由来のリン酸塩などの有機アニオンにより中和される。ポリオルガノシ
ロキサン化合物の特性を、特に使用する酸の選択に基づいて修正することができる。
【０１３５】
　第四級アンモニウム基は、通常、モノカルボン酸及び二官能性ジハロゲンアルキル化合
物の存在下で、第三級ジアミンと、特にジエポキシド（ビスエポキシドと称される場合も
ある）から選択されるアルキル化剤とを反応させることにより生成される。
【０１３６】
　好ましい実施形態では、ポリオルガノシロキサン化合物は、以下の一般式（Ｉａ）及び
（Ｉｂ）のものであってもよく、
　Ｍ－Ｙ－［－（Ｎ＋Ｒ２－Ｔ－Ｎ＋Ｒ２）－Ｙ－］ｍ－［－（ＮＲ２－Ａ－Ｅ－Ａ’－
ＮＲ２）－Ｙ－］ｋ－Ｍ　（Ｉａ）
　Ｍ－Ｙ－［－（Ｎ＋Ｒ２－Ｔ－Ｎ＋Ｒ２）－Ｙ－］ｍ－［－（Ｎ＋Ｒ２

２－Ａ－Ｅ－Ａ
’－Ｎ＋Ｒ２

２）－Ｙ－］ｋ－Ｍ　（Ｉｂ）
　式中、各基は上で定義したとおりである。しかしながら、反復単位は、統計的配列であ
る（すなわち、ブロック様配列ではない）。
【０１３７】
　更に好ましい一実施形態では、ポリオルガノシロキサン化合物は、一般式（ＩＩａ）又
は（ＩＩｂ）のものであってもよく、
　Ｍ－Ｙ－［－Ｎ＋Ｒ２－Ｙ－］ｍ－［－（ＮＲ２－Ａ－Ｅ－Ａ’－ＮＲ２）－Ｙ－］ｋ

－Ｍ　（ＩＩａ）
　Ｍ－Ｙ－［－Ｎ＋Ｒ２－Ｙ－］ｍ－［－（Ｎ＋Ｒ２

２－Ａ－Ｅ－Ａ’－Ｎ＋Ｒ２
２）－

Ｙ－］ｋ－Ｍ　（ＩＩｂ）
　式中、各基は上で定義したとおりである。また、このような式中、反復単位は通常、統
計的配列である（すなわち、ブロック様配列ではない）。
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　式中、上で定義したとおり、Ｍは、
　－ＯＣ（Ｏ）－Ｚ、
　－ＯＳ（Ｏ）２－Ｚ、
　－ＯＳ（Ｏ２）Ｏ－Ｚ、
　－ＯＰ（Ｏ）（Ｏ－Ｚ）ＯＨ、
　－ＯＰ（Ｏ）（Ｏ－Ｚ）２であり、
　Ｚは、直鎖、環状、又は分岐状の飽和若しくは不飽和のＣ１～Ｃ２０、又は好ましくは
Ｃ２～Ｃ１８であり、又は更により好ましくは、１つ以上の－Ｏ－若しくは－Ｃ（Ｏ）－
により中断され、かつ－ＯＨで置換されている場合がある炭化水素ラジカルである。具体
的な実施形態では、Ｍは標準的なカルボン酸から生じる－ＯＣ（Ｏ）－Ｚであり、特に、
例えば、ドデカン酸などのように１０個超の炭素原子を有する。
【０１３８】
　更なる実施形態では、ポリオルガノシロキサンを含有する反復基－Ｋ－Ｓ－Ｋ－及びポ
リアルキレン反復基－Ａ－Ｅ－Ａ’－又は－Ａ’－Ｅ－Ａ－のモル比は１００：１～１：
１００、又は好ましくは２０：１～１：２０、又はより好ましくは１０：１～１：１０で
ある。
【０１３９】
　－（Ｎ＋Ｒ２－Ｔ－Ｎ＋Ｒ２）－基中、Ｒは、１つ以上の－Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）－により
中断されている可能性があり、かつ－ＯＨにより置換されている可能性がある、一価の直
鎖、環状、又は分岐状Ｃ１～Ｃ２０炭化水素ラジカルを表す場合があり、Ｔは、－Ｏ－、
－Ｃ（Ｏ）－により中断されている可能性があり、かつヒドロキシルにより置換されてい
る可能性がある二価の直鎖、環状、又は分岐状Ｃ１～Ｃ２０炭化水素ラジカルを表す場合
がある。
【０１４０】
　第四級アンモニウム官能基及びエステル官能基を含む上記のポリオルガノシロキサン化
合物はまた、１）第四級アンモニウム官能基を含み、エステル官能基を含まない個々の分
子、２）第四級アンモニウム官能基及びエステル官能基を含む分子、並びに３）エステル
官能基を含み、第四級アンモニウム官能基を含まない分子も含み得る。構造に限定されは
しないものの、第四級アンモニウム官能基及びエステル官能基を含む、上記のポリオルガ
ノシロキサン化合物は、ある特定の平均量及び比の両方の部分を含む分子の混合物として
理解される。
【０１４１】
　エステルを得るために様々な一官能性有機酸を使用することができる。例示的な実施形
態としては、Ｃ１～Ｃ３０カルボン酸、例えば、Ｃ２、Ｃ３、Ｃ８酸、Ｃ１０～Ｃ１８カ
ルボン酸、例えば、Ｃ１２、Ｃ１４、Ｃ１６酸、飽和、不飽和、及びヒドロキシル官能化
Ｃ１８酸、アルキルポリエーテルカルボン酸、アルキルスルホン酸、アリールスルホン酸
、アルキルアリールスルホン酸、アルキル硫酸、アルキルポリエーテル硫酸、リン酸モノ
アルキル／アリールエステル及びリン酸ジアルキル／エステルが挙げられる。
【０１４２】
　追加成分
　本発明の水性ベース組成物は、他の追加成分を含んでもよく、それは最終製品の所望の
特性によって当業者により選択されてもよく、また組成物をより美容的若しくは審美的に
許容可能なものにするか、又は付加的な使用による効果を組成物に提供するために好適な
ものである。こうした他の追加成分は、一般に、組成物の約０．００１重量％～約１０重
量％、好ましくは約５重量％以下の濃度で個々に用いられる。
【０１４３】
　多種多様な他の追加成分を本発明の組成物に配合することができる。これには、他のコ
ンディショニング剤（例えば、Ｈｏｒｍｅｌから入手可能な商標名「Ｐｅｐｔｅｉｎ　２
０００」の加水分解コラーゲン、Ｅｉｓａｉから入手可能な商標名「Ｅｍｉｘ－ｄ」のビ
タミンＥ、Ｒｏｃｈｅから入手可能なパンテノール、Ｒｏｃｈｅから入手可能なパントテ
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ニルエチルエーテル、加水分解ケラチン、タンパク質、植物抽出物、及び栄養素など）、
防腐剤（例えば、ベンジルアルコール、メチルパラベン、プロピルパラベン、及びイミダ
ゾリジニル尿素など）、ｐＨ調節剤（例えば、クエン酸、クエン酸ナトリウム、コハク酸
、リン酸、水酸化ナトリウム、炭酸ナトリウムなど）、着色剤（例えば、ＦＤ＆Ｃ又はＤ
＆Ｃ顔料の任意のものなど）、香料、紫外線・赤外線遮断吸収剤（例えばベンゾフェノン
など）、及び抗ふけ剤（例えばジンクピリチオンなど）が挙げられる。
【０１４４】
　製品組成物の調製方法
　本発明の製品組成物は、以下の方法Ａ又は方法Ｂによって調製される。
【０１４５】
　方法Ａ
　本発明の製品組成物は、以下の方法（以下、方法Ａ）によって調製することができ、こ
の方法は、
　界面活性剤及び高融点脂肪族化合物を含む混合組成物を調製する工程と、
　水性キャリア及び水溶性ポリマーを含む水性ベース組成物を別個に調製する工程であっ
て、ベース組成物は、アニオン性界面活性剤、双極性イオン界面活性剤、両性界面活性剤
、及びこれらの組み合わせから選択される洗浄性界面活性剤を実質的に含まない、工程と
、
　混合組成物と水性ベース組成物とを混合して、水性ベース組成物中に分散された混合組
成物の離散粒子を形成する工程と、を含む。
【０１４６】
　好ましくは、混合されるとき、混合組成物及び水性ベース組成物は、それぞれ、高融点
脂肪族化合物の融点よりも低い温度を有する。
【０１４７】
　好ましくは、混合されるとき、混合組成物は、混合組成物中に含有される高融点脂肪族
化合物の融点よりも低い温度を有し、混合組成物は、水性ベース組成物と混合する間及び
混合後にそのような温度を有する。また好ましくは、水性ベース組成物はまた、混合組成
物と混合されるとき、混合組成物中に含有される高融点脂肪族化合物の融点よりも低い温
度を有し、混合組成物と混合する間又は混合後にそのような温度を有する。
【０１４８】
　したがって、混合されるとき、混合組成物及び水性ベース組成物は、それぞれ、上記の
高融点脂肪族化合物の融点よりも、好ましくは少なくとも２℃低い、より好ましくは少な
くとも５℃低い、またより好ましくは少なくとも１０℃低い、更により好ましくは少なく
とも１５℃低い温度を有する。
【０１４９】
　混合されるとき、混合組成物及び水性ベース組成物は、それぞれ、約０℃～約５０℃、
より好ましくは約１０℃～約４０℃、またより好ましくは約１５℃～約３５℃の温度を有
することも好ましい。
【０１５０】
　方法Ｂ
　あるいは、本発明の製品組成物は、以下の方法（以下、方法Ｂ）によって調製すること
ができ、この方法は、
　混合組成物の離散粒子を調製する工程であって、この混合組成物が、界面活性剤及び高
融点脂肪族化合物を含む、工程と、
　水性キャリア及び水溶性ポリマーを含む水性ベース組成物を別個に調製する工程であっ
て、ベース組成物は、アニオン性界面活性剤、双極性イオン界面活性剤、両性界面活性剤
、及びこれらの組み合わせから選択される洗浄性界面活性剤を実質的に含まない、工程と
、
　混合組成物と水性ベース組成物とを混合して、水性ベース組成物中に離散粒子を分散す
る工程と、を含む。
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【０１５１】
　この方法Ｂでは、離散粒子は、好ましくは固体であり得る。
【０１５２】
　方法Ｂでは、溶媒又は担体を使用して、混合組成物の離散粒子を調製してもよい。この
ような溶媒及び担体は、成分の量を計算するときに、水性ベース組成物の成分とみなされ
る。
【０１５３】
　好ましくは、混合されるとき、離散粒子及び水性ベース組成物は、それぞれ、高融点脂
肪族化合物の融点よりも低い温度を有する。
【０１５４】
　好ましくは、混合されるとき、離散粒子は、離散粒子中に含有される高融点脂肪族化合
物の融点よりも低い温度を有し、離散粒子は、水性ベース組成物と混合する間及び混合後
にそのような温度を有する。また好ましくは、水性ベース組成物はまた、離散粒子と混合
されるとき、離散粒子中に含有される高融点脂肪族化合物の融点よりも低い温度を有し、
離散粒子と混合する間又は混合後にそのような温度を有する。
【０１５５】
　したがって、混合されるとき、離散粒子及び水性ベース組成物は、それぞれ、上記の高
融点脂肪族化合物の融点よりも、好ましくは少なくとも２℃低い、より好ましくは少なく
とも５℃低い、またより好ましくは少なくとも１０℃低い、更により好ましくは少なくと
も１５℃低い温度を有する。
【０１５６】
　混合されるとき、離散粒子及び水性ベース組成物は、それぞれ、約０℃～約５０℃、よ
り好ましくは約１０℃～約４０℃、またより好ましくは約１５℃～約３５℃の温度を有す
ることも好ましい。
【０１５７】
　混合組成物の調製
　方法Ａ及びＢの両方において、好ましくは、混合組成物は、好ましくは、
　界面活性剤及び高融点脂肪族化合物を含む溶融混合組成物を調製する工程であって、溶
融混合組成物の温度が、混合組成物中に含有される高融点脂肪族化合物の融点よりも高い
、工程と、
　混合組成物中に含有される高融点脂肪族化合物の融点よりも低い温度に溶融混合組成物
を冷却して、混合組成物を形成する工程と、によって調製される。方法Ｂにおいて、離散
粒子は、上記冷却工程中に混合組成物を調製する際に同時に調製され得るか、又は混合組
成物を形成した後に調製され得る。
【０１５８】
　好ましくは、溶融混合組成物の温度は、上記の高融点脂肪族化合物の融点よりも少なく
とも２℃、またより好ましくは少なくとも５℃、更により好ましくは少なくとも１０℃高
い。溶融混合組成物の温度は、約３０℃～約１５０℃、より好ましくは約４０℃～約１０
０℃、またより好ましくは約５０℃～約９５℃、更により好ましくは約５５℃～約９０℃
、なおより好ましくは約６６℃～約９０℃であることも好ましい。
【０１５９】
　好ましくは、溶融混合組成物は、混合組成物中に含有される高融点脂肪族化合物の融点
よりも低い温度、より好ましくは混合組成物中に含有される高融点脂肪族化合物の融点よ
りも少なくとも２℃、より好ましくは少なくとも５℃、またより好ましくは少なくとも１
０℃低い温度に冷却される。溶融混合組成物を、約－２００℃～約５０℃、より好ましく
は約－４０℃～約５０℃、またより好ましくは約０℃～約３０℃の温度に冷却することも
好ましい。
【０１６０】
　混合組成物中に有益剤を含有する場合
　混合組成物が有益剤を更に含む場合、混合組成物は、
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　界面活性剤及び高融点脂肪族化合物を含む溶融混合組成物を調製する工程であって、溶
融混合組成物の温度が、混合組成物中に含有される高融点脂肪族化合物の融点よりも高い
、工程と、
　混合組成物中に含有される高融点脂肪族化合物の融点よりも低い温度に溶融混合組成物
を冷却して、混合組成物を形成する工程と、によって調製され得、
　有益剤は、有益剤の特性に応じていつでも添加することができ、例えば、有益剤は、冷
却前、特に香料などの揮発性有益剤を使用するときには冷却中、又は冷却後、好ましくは
冷却後３０分以内などの冷却直後に、混合組成物に添加することができる。
【０１６１】
　混合組成物が有益剤を含む場合、有益剤を混合組成物と均質に混合することができ、均
質な離散粒子を組成物中に形成することができる。
【０１６２】
　あるいは、離散粒子において、有益剤は、混合組成物によって形成された外殻によって
覆われた内部コアを形成することができる。
【０１６３】
　水性ベース組成物中に有益剤を含有する場合
　水性ベース組成物が有益剤を含む場合、有益剤は、水性ベース組成物と均質に混合され
得る。
【０１６４】
　水性ベース組成物が有益剤を含む場合、有益剤は、いつでも、例えば、混合組成物及び
／又は離散粒子を添加する前に、混合組成物及び／又は離散粒子を添加した後に、及び／
又は離散粒子と同時に、水性ベース組成物に添加することができる。
【実施例】
【０１６５】
　以下の実施例は、本発明の範囲内にある実施形態を更に説明及び実証する。これらの実
施例は、例示目的のためにのみ提供され、本発明の趣旨及び範囲から逸脱することなくそ
れらの多くの変更が可能であることから、本発明を限定するものとして解釈されるべきで
はない。適用可能な場合には、成分を、化学名又はＣＴＦＡ名で特定し、そうでない場合
は、以下で定義する。
【０１６６】
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【表１】

【０１６７】
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【表２】

【０１６８】
　成分の定義
　＊１　ＢＴＭＳ／ＩＰＡ：８０％のベヘニルトリメチルアンモニウムメトサルフェート
及び２０％のイソプロピルアルコール
　＊２　水溶性ポリマー－１：Ａｄｅｋａから供給されるＡＤＥＫＡ　ＮＯＬ　ＧＴ－７
３０（３０％のＰＥＧ－２４０／ＨＤＩ　ＣＯＰＯＬＹＭＥＲ　ＢＩＳ－ＤＥＣＹＬＴＥ
ＴＲＡＤＥＣＥＴＨ－２０ＥＴＨＥＲ、５０％のブチレングリコール、及び２０％の水）
　＊３　水溶性ポリマー－２：ポリクオタニウム－３７
　＊４　アミノシリコーンエマルション：アミノ官能性ポリジメチルシロキサンの非イオ
ン性マイクロエマルションである、Ｗａｃｋｅｒから供給されるＢＥＬＳＩＬ　ＡＤＭ　
８３０１　Ｅ。
【０１６９】
　製品組成物の調製方法
　「Ｅｘ．」によって開示及び表される実施形態は、本発明の方法によって作製されたヘ
アコンディショニング製品組成物であり、上記に説明される方法Ｂによって調製され、以
下により詳細に記載される。
　界面活性剤及び高融点脂肪族化合物を含む混合組成物を調製し、この混合組成物は、以
下の方法により調製された：
　溶融混合組成物の温度が、混合組成物中に含有される高融点脂肪族化合物の融点よりも
高い、すなわち約６６℃～約９０℃である溶融混合組成物を調製する；
　混合組成物中に含有される高融点脂肪族化合物の融点よりも低い温度、すなわち約０℃
～約４０℃に溶融混合組成物を冷却して、混合組成物を形成する。
【０１７０】
　混合組成物からなる固体離散粒子を調製する；
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　水性ベース組成物を別個に調製する；
　離散粒子及び水性ベース組成物を混合し、両方とも、離散粒子が水性ベース組成物中に
分散されるように、混合組成物中に含有される高融点脂肪族化合物の融点よりも低い温度
、すなわち約１０℃～約４０℃の温度を有する。
【０１７１】
　離散粒子は、製品組成物中で膨潤する。
【０１７２】
　「ＣＥｘ．」によって開示及び表されるヘアコンディショナー製品組成物は、比較例で
あり、組成物が離散粒子を含有する場合には上記方法Ｂ、又は組成物が離散粒子を含有し
ない場合には従来の方法のいずれかによって調製された。
【０１７３】
　特性及びコンディショニング効果
　上記組成物のいくつかに関しては、以下の方法で特性及びコンディショニング効果を評
価する。評価結果はまた、上に示される。
【０１７４】
　「Ｅｘ．」によって開示及び表される実施形態は、洗い流す使用に特に有用である、本
発明の方法によって作製されたヘアコンディショニング製品組成物である。かかる実施形
態は多くの利点を有する。例えば、本発明の方法によって作製された製品組成物は、製品
組成物のレオロジーにおけるより高い柔軟性、製品組成物における改善された安定性、及
び有益剤を含む場合の改善された有益剤の付着、及び改善された視覚的／審美的外観のう
ちの少なくとも１つを提供する。そのような効果のいくつかは、比較例「ＣＥｘ．」との
比較によって理解され得る。
【０１７５】
　例えば、製品組成物のレオロジーにおける改善された柔軟性は、実施例「Ｅｘ．Ｒ－１
」と比較例「ＣＥｘ．Ｒ－ｉ」との間の比較によって理解され得る。製品組成物中の界面
活性剤及び高融点脂肪族化合物などのほぼ同じ量の活性物質を使用する場合であっても、
本発明の製品組成物は、様々な製品組成レオロジー、特に貯蔵弾性率（Ｇ’）を提供し得
る。また、本発明の実施例は、離散粒子が拡散及び崩壊する比較例「ＣＥｘ．Ｒ－ｉｉ」
と比較して、「離散粒子が透明／半透明の水性ベース組成物中に分散した」という製品外
観からの審美的利益を提供し得る。
【０１７６】
　貯蔵弾性率（Ｇ’）測定
　本発明の貯蔵弾性率は、ＴＡ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓから入手可能な型式名ＡＲ２０
００のレオメータを用い、１０００μｍの間隙を有する直径４０ｍｍの平行型形状を使用
して、１Ｈｚの周波数及び２５℃で、動的な振幅応力で掃引することにより測定される。
【０１７７】
　本明細書にて開示された寸法及び値は、列挙された正確な数値に厳密に限定されるもの
として理解されるべきではない。その代わりに、特に指示がない限り、このような寸法は
それぞれ、列挙された値とその値を囲む機能的に同等な範囲との両方を意味することが意
図されている。例えば、「４０ｍｍ」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味す
ることが意図される。
【０１７８】
　相互参照される又は関連特許若しくは出願のいずれをも含めた、本明細書に引用されて
いる全ての文書は、明示的に除外される、又は特に限定されない限り、その全体が本明細
書に参照として組み込まれる。いかなる文献の引用も、本明細書中で開示又は特許請求さ
れる任意の発明に対する先行技術であるとはみなされず、あるいはそれを単独で又は他の
任意の参考文献（単数又は複数）と組み合わせたときに、そのような発明全てを教示、示
唆又は開示するとはみなされない。更に、本文書における用語の任意の意味又は定義が、
参照することによって組み込まれた文書内の同じ用語の意味又は定義と矛盾する場合、本
文書におけるその用語に与えられた意味又は定義が適用されるものとする。
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【０１７９】
　本発明の特定の実施形態を例示及び説明してきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱す
ることなく他の様々な変更及び修正を行うことができる点は当業者には明白であろう。し
たがって、本発明の範囲内に含まれるそのような全ての変更及び修正は、添付の特許請求
の範囲にて網羅することを意図したものである。
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【国際調査報告】
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